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八王子本社・国分寺事業所
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事業所名 リオンサービスセンター株式会社

代表者氏名 代表取締役社長 瀬下 正明

所在地 本社：東京都八王子市兵衛２－２２－２

環境管理責任者 池田 穂高 （経営支援グループ）

連絡先   TEL: 042-632-1131  E-Mail：acc@rion-service.co.jp

事業の規模 資本金：3,000 万円

年商額：241,403 万円(2022 年度)

従業員数：124 名(内八王子本社勤務 75 名)

八王子本社：

延床面積：1964.13 ㎡(本館・新館) 389.88 ㎡(別館)

敷地面積：2448.72 ㎡(本館) 260.78 ㎡(別館) 1033.9 ㎡、

1119.71 ㎡、261 ㎡、(駐車場)

国分寺事業所：

延べ床面積：829.62 ㎡（リオン株式会社建屋内）

事業活動の内容 医用検査機器及び関連システムの修理、校正、保守、運用サポートの受託

音響振動計測器及び関連システムの修理、校正、保守、運用サポートの受託

微粒子計測器及び関連システムの修理、校正、保守、運用サポートの受託

前各号の設置・調整・運用管理の受託

前各号のレンタルサポート

前各号に関する、メンテナンスサポート契約の受託

前各号に関する、計測、調査、分析、バリデーション、コンサルティングの受託

設立年月日 2002 年 4 月 10 日

認証・登録の対象組織・活動

登録組織名：リオンサービスセンター株式会社

対象事業所：八王子本社

国分寺事業所：エコアクション 21 の運用開始は 2022 年 4 月より。（2023 年度拡大予定）

活動： 上記「事業活動の内容」と同様

     

１．会社概要
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基本理念-

当社は、企業活動のあらゆる面で環境保全と資源保護に配慮し、人に、社会に、地球に優しい

サービスを提供することを通じて継続して社会に貢献する。

環境行動指針

1. 音環境の改善

2. 貢献分野の拡大

3. 製品のグリーン化

4. 一人ひとりが環境負荷の低減を心掛ける

5. 地球温暖化の防止

6. 地域の環境保全

2023 年 4 月 8 日

リオンサービスセンター株式会社

代表取締役社長 瀬下 正明

２．リオンサービスセンター株式会社 環境経営方針
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リオンサービスセンター株式会社環境管理組織

（2022 年 4 月 1 日現在）

役割 ・ 責任 ・ 権限

代表者 ・環境経営に関する統括責任    ・環境管理責任者の任命

・環境方針の策定、改正、および全従業員への周知

・経営上の課題とチャンスの明確化 ・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・実施体制の構築、周知      ・環境活動および教育の推進

・苦情、要望の渉外部門担当の任命 ・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境管理委員会の招集      ・環境経営レポートの作成

環境管理委員会 ・環境管理責任者の補佐      ・活動計画の実行と推進および実績の集計

・環境負荷の自己チェックおよび環境への取組の自己チェックの実施

・環境関連法規の取りまとめ表に基づく順守評価の実施

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・定められた取り組みを順守し、環境活動へ参加する

３．実施体制

環境管理委員会

人事・経理 T

代表者

経営支援 Gr

環境管理責任者

エンジニアリングビジネスユニット

エンジニアリング Gr

カスタマーサポート Gr

資材管理 T

サービス管理 T

医用検査機器 T

環境機器 T

業務管理 T

フィールドエンジニア T

品質管理室

システム開発室

微粒子計測器 T

テクニカル係

国分寺事業所（2023 年度拡大予定）
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４-1 2022 年度目標と中期計画

大項目 項目名 単位
基準値

2022 年度 2023 年度 2024 年度
年度

（１）二酸化

炭素削減

二酸化炭素排

出量の削減
kg-CO2

89,896 85,401 84,952 84,502

2017 5.0% 5.5% 6.0%

① 電力使用量

の削減
kWh

127,468 121,094 120,457 119,820

2017 5.0% 5.5% 6.0%

②ガソリン使用

量の削減

（国分寺事業所

を含む）

L

11,315 11,943 11,880 11,817

2017 5.0% 5.5% 6.0%

（２）廃棄物

削減

①産業廃棄物

（廃プラスチッ

ク）の削減

（国分寺事業所

を含む）

Kg

4,295 4,252 4,231 4,209

2020 1.0% 1.5% 2.0%

②事業系一般

廃棄物の削減
Kg

2,934 2,904 2,890 2,875

2020 1.0% 1.5% 2.0%

（３）化学物

質削減

有機溶剤使用

量の削減

（国分寺事業所

を含む）

L

10 9.5 9.4 9.3

2017 5.0% 6.0% 7.0%

（４）節水
水使用量の削

減
ｍ3

1,987 1,817 1,808 1,798

2017 5.0% 5.5% 6.0%

（5）顧客サ

-ビス

顧客サービスの

改善提案

（国分寺事業所

を含む）

件

69 74 79 84

2021 5 5 5

2.1 全従

業員の参

加

教育・説明・勉強会

（国分寺事業所を含む）
―

環境負荷削減に

ついての教育、説

明会を 4 回以上

実施

環境負荷削減

についての教

育、説明会を

4 回以上実施

環境負荷削減

についての教

育、説明会を 4

回以上実施

2.2 グリー

ン購入の

推進、グリ

ーン調達

業務用購入商品の環境配

慮

（国分寺事業所を含む）
―

事務用品、什器、

OA 機器の環境配

慮製品の優先購

入

事務用品、什

器、OA 機器

の環境配慮製

品の優先購入

事務用品、什

器、OA 機器の

環境配慮製品

の優先購入

2.3 業務

品質の向

上、効率化

ムダを排除し、業務質のレ

ベルアップ

（国分寺事業所を含む）
―

1)整理・整頓・清

掃の月 1 回 30 分

実施

2)標準化の徹底

1)整理・整頓・

清掃の月 1 回

30 分実施

1)整理・整頓・清

掃の月 1 回 30

分実施

４．環境目標と実績
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2.4 地域

への環境

配慮

地域清掃

ベルマーク収集

（国分寺事業所を含む）

―

地域貢献活動の

実施

緑化活動

地域貢献活動

の実施

緑化活動

地域貢献活動

の実施

緑化活動

二酸化炭素排出量の計算に使用した電気の二酸化炭素排出係数は、0.474kg-CO2/kWh

燃料の二酸化炭素排出係数は 2.32kg-CO2/kWh

※（２）廃棄物削減②事業系一般廃棄物の削減の数値は一般文書類・ダンボールを除く

（2020 年度から回収業者が変更になり、廃棄量を計測しなくなったため）

４-2 2022 年度実績と評価（年度は 4 月から 3 月まで）

達成〇 ほぼ達成（5%以下）△ 未達成×

大項目 項目名 単位 2022 年度目標 ％ 実績 ％ 評価

（１）二酸

化炭素削

減

二酸化炭素排出

量の削減
kg-CO2 85,401 -5.0％ 82,352 -5.1％ ○

① 電力使用量の

削減
kWh 121,094 -5.0％ 119,675 -6.1% ○

②ガソリン使用量

の削減（国分寺事

業所を含む）

L 11,943 -5.0％ 12,328 9.0％ ×

（２）廃棄

物削減

①産業廃棄物（廃

プラスチック）の削

減（国分寺事業所

を含む）

Kg 4,252 -1.0％ 5,281 23.0％ ×

②事業系一般廃

棄物の削減
Kg 2,904 -1.0％ 1,139 -61.2％ ○

（３）化学

物質削減

有機溶剤使用量

の削減（国分寺事

業所を含む）

L 9.5 -5％ 9.6 －4.0％ △

（４）節水 水使用量の削減 ｍ3 1,817 -5％ 2,288 +29.2％ ×

（5）顧客

サ-ビス

顧客サービスの改

善提案（国分寺事

業所を含む）

件 74 ― 74 ― ○

2.1 全従

業員の参

加

教育・説明・勉強会

（国分寺事業所を含む）

環境負荷削減

についての教

育、説明会を

年 4 回実施

― 4 ― 〇

2.2 グリ

ーン購入

の推進

業務用購入商品の環境配慮

（国分寺事業所を含む）

環境配慮製品

の優先購入 ―

環境配慮

製品を優

先購入した

― ○

2.3 業務

品質の向

上

ムダを排除し、業務質のレベ

ルアップ（国分寺事業所を含

む）

整理・整頓・清

掃の月 1 回 30

分実施

―
年間 6 回実

施
― 〇
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2.4 地域

への環境

配慮

地域への貢献活動

（国分寺事業所を含む）

回収・緑化活

動 ― 実施できた ― ○

a) 電気

空調機の温度設定を適切に設定する様社内に呼びかけを行ったこと、休み時間の消灯を呼びかけ

たことが使用量減少の要因となったと判断する。

引続き節電に努めると共に使用量の推移について注視していく。

※国分寺事業所においては、リオン株式会社の使用量と区別ができないため除外。

b)ガソリン

業務拡大により社用車数が増大していることから、基準年である 2017 年時点の使用量と台数から

以下の式により規格化し評価することとした。

2017 年使用量÷2017 年台数ｘ当年台数ｘ削減率＝当年燃料使用量目標値

年度末に使用量が増加し、年間でも目標は達成できなかった。コロナ禍に伴う制限の緩和により出

張の増加が要因として考えられる。引き続きエコドライブ推進に注力する。

※国分寺事業所で使用する車両の燃料使用量を含む。

ｃ)上水使用量

前年と比較して大幅に増加した。

増加要因は漏水によるものが主要因であったが、修理後も目標達成には至らなかった。

当社での水使用は、手洗い、トイレが主な用途となるので、人員増減による影響を排除する為、以下

の式により規格化して評価している。

2017 年度実績 1987 ㎥/81 人*当年人数*削減率＝当年水使用量目標値

※国分寺事業所においては、リオン株式会社の使用量と区別ができないため除外。

d）廃棄物の排出量

産業廃棄物については、6 月にレイアウト変更による不要設備等を廃棄したことにより排出量が増加

したことが要因となり目標未達となった。

分別活動の推進でリサイクル率を向上し、より一層の廃棄物減少に努めたい。

※国分寺事業所における排出量のうち、一般廃棄物についてはりオン株式会社の排出量と区別が

つかない事から除外し、産業廃棄物の排出量のみとしている。

e)教育活動については環境管理委員会による全社に向けた教育活動を実施した。

環境管理委員会による教育活動は今後も継続する。

  ｆ)サービス改善の提案

   お客様へのアンケートを実施し、その結果をサービス改善につなげていく。

ｇ）ムダを排除し、業務質のレベルアップ

安全衛生委員会による整理・整頓・清掃の巡視、環境管理委員会による 5S の呼掛けを行った。

ｈ）地域への環境配慮

環境管理委員会にてエコキャップ・巻き芯・ベルマーク・使用済み切手の回収活動及び寄付

活動を行ってきたが一部活動を見直した。

・エコキャップ

自販機業者の回収活動を活用することとした。回収されたキャップは従来同様にリサイクルされ再

資源化が図られる。リサイクルの分別作業などは障がい者の雇用創出にもつながっている。

・巻き芯

ニチバン巻芯 ECO プロジェクト事務局に送り、ダンボールに再生されます。また、マング

ローブの植樹活動にも役立てられています。
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※今年度は 120 サイズ 5 箱、140 サイズ 7 箱、160 サイズ 3 箱を送付しました。

・ベルマーク 回収量： 1859 点

集めたベルマークは近隣の八王子市立みなみ野君田小学校へ寄付する予定です。

・寄付活動

ネット・リコーにてポイントを公益財団法人日本自然保護協会に寄付し自然保護活動に役立てら

れました。

  全て実施：〇 半数以上実施：△ 全て未実施：×

項目名 取組内容 評価 計画実施内容と今後の方針

電力使用

量の削減

1)休憩時の消灯の徹底

2)ピーク電力節減対策の設定と実施

3)空調温度適正化（冷：26℃ 暖：22℃）

※国分寺事業所を除く

△

コロナ禍の影響で昼休みをずらす施策が継続し

消灯の徹底は出来なかった。空調機温度設定の

適正化の徹底は実施した。

ガ ソ リ ン

使用量の

削減

1)アイドリングストップ等省エネ運転

2)確実な車両整備・点検  

3)車両の走行距離の把握

※国分寺事業所を含む

○

社用車台数を加味した目標を設定することで、

社用車の増減による影響を排除するようにした。

この取り組みは継続し、引き続きエコドライブ実

施の徹底に取り組む。

産業廃棄

物（廃プラ

スチック）

の削減

分別の徹底

※国分寺事業所を含む
〇

分別の徹底が実施できている。

また、リサイクルやリユースが進んでいる。

事業系一

般廃棄物

の削減

1)紙類はリサイクルを徹底

2)コピー紙は裏紙利用

※国分寺事業所を除く

〇

リサイクルを実施できた。また、書類の電子化が

促進された。

水使用量

の削減

1)蛇口付近に節水ポスター等表示

※国分寺事業所を除く ○

節水の呼びかけを実施し、貼り紙を継続する。

従業員数で規格化し、人員の増減による変化を

吸収することを検討していく。

顧客サー

ビス

顧客満足度調査

※国分寺事業所を含む
○

アンケートにより得られた顧客要望をサービス改

善に生かしていく

全従業員

の参加

環境負荷削減についての教育、説明会を年

4 回以上実施

※国分寺事業所を含む

〇

コロナ禍により、集合形式での会合が難しい中 E

ラーニングなどを活用した教育・説明を実施し

た。

グ リ ー ン

購入

購入の際には、都度環境配慮製品を優先

※国分寺事業所を含む
〇

事務用品など環境配慮製品を優先して購入した

業務品質

の 向 上 、

効率化

1)朝礼・掲示・回覧により社員全員に徹底

2）標準化の周知、理解促進、

※国分寺事業所を含む

○

安全対策の教育・周知は十分。環境面の教育・

啓蒙は向上を要する。

地域への

環境配慮

地域貢献活動の実施

緑化活動
〇

各種回収活動、寄付を実施。次年度も継続す

る。

取組内容については、来期も同様に実施する。

これまでの主な環境活動の紹介

5．計画の取組み結果と評価



8

1）教育                     

・社内イントラを利用した E-learning を実施

・全体集会での当社環境活動の紹介実施

・廃棄物分別説明の掲示

2）節電・節水の呼びかけ                    

・休憩時間の消灯徹底

・各機器のリモコンやスイッチに非使用時の対応の掲示

・給湯室での節水呼びかけの掲示

・社内外に対する節電活動の掲示

3）地域への環境配慮

・各種回収活動、寄付活動

当社に適用される主な環境関連法規は、廃棄物処理、騒音・振動、及び車両関係でありますが、これら

の法律及び条令に基づき適切に対応しており、違反はありません。関係機関等からの指摘もありません。

また訴訟、苦情に関しても過去 5 年間発生しておりません。

法  規  制  等  名  称 対象施設等 条項

フロン排出抑制法

業務用エアコン（7.5kW 以上） １台 H26 環告示 13 号別表 2

業務用エアコン、冷水器等（7.5kW 未満） H26 環告示 13 号別表 1

業務用エアコン、冷水器等の廃棄 法 43 条

水道法 増圧ポンプ

法 23 条

例７条１項

例７条２項

国分寺市下水道条例 下水道への排水 条例第 12 条

八王子市下水道条例 下水道への排水 条例 12 条

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物

処理法）
産業廃棄物（廃プラ・金属くず）

法 12 条 2 項

法 12 条 4 項

法 12 条 7 項

法 12 条の 3⑥

法 12 条の 3⑦

国分寺市廃棄物の処理及び減量並びに再利

用に関する条例
事業系一般廃棄物 条例第 28 条

八王子市廃棄物の減量化及び資源化並びに

適正処理に関する条例
一般廃棄物（可燃、不燃） 条例 26 条

家電リサイクル法 冷蔵庫、テレビ 法 6 条

小型家電リサイクル法 掃除機、電話機等 法 6 条

自動車リサイクル法 （貨物 9 台、乗用 1 台） 法 8 条

消防法

防火管理者の届出 法 8 条

消火設備、避難路、物品の消火性能 法 8 条の 3

消防訓練の実施 法 8 条

6．環境関連法規への違反、訴訟等の有無
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道路運送車両法 （貨物 9 台、乗用 1 台） 法 47 条の 2

道路交通法 運転者 67 名 法 64-74 条
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環境管理責任者による情報提供の下、見直しを実施いたしました。

環境関連法規制等は遵守されており、問題点・外部からの苦情および要望の発生はありませんでした。

環境負荷目標未達成の各項目については環境教育の充実により、全従業員の意識を変えることによる達

成を図り、目標達成項目については、新たな目標を設定しなおし、さらなる削減を図ります。

今後も現在の環境システムを維持し、確実な運用に努めます。

7．代表者による全体の評価と見直し


